
 



 

レヴィ＝ストロースが惚れ込んだ秩序と感覚的な文化が交じり合う日本  
 
伊藤 オープニングシンポジウムの第二部は、写真家であり人類学者でもある港千尋さんにも加

わっていただきます。初めに、第一部を聞いていただいて、港さんはどう感じたのかをお聞きした

い。 
 

港 いちばん最後に中沢さんが、エコロジーを考える時は予定調和ではなく、それが必然的に抱

えている矛盾を忘れてはいけないとお話しされていましたよね。それは、本当に重要な指摘だと思

います。 
 

たとえば、今このテーブルの上にペットボトルの水がありますが、この周りにはきれいな沢が流れ

ていて、僕も今朝飲んでみたら、すごく甘くて美味しい水だったんです。そんな飲める水がそばに

あるのに、石油を大量に使ってボトリングした水を海外から日本へ運んできて飲んでいる。これが

現実なわけですよね。そんな身近な現実からやはり考えて行かなきゃいけないと少し思いました。 
 
伊藤 『くくのち』では、「自然の叡智」を深く掘り下げていったフランスの思想家で、昨年亡くなった

クロード・レヴィ＝ストロース(※05)にフォーカスを当てています。彼は日本文化に非常に注目して

いて、生前日本を五回訪れています。1985 年の四回目の来日時の講演では、「西洋型の文明モ

デルはもう崩壊した」と力説し、西洋文明の排他性や独善性を指摘して、「ほかの文明や文化の価

値をもっと尊重するべきだ」と。中でも日本文化のありように彼はこだわっていて、「日本だけが独

特の優れた文明を失うことなく西洋文明を取り入れることに成功している。この国は、二十一世紀

の進むべき指標になっているんじゃないか」と言っていたのです。彼はなぜ日本文化にこうも注目

したのでしょう。 
 

中沢 いろんな意味があると思うけれど、彼はとにかく日本が好きでしたね。レヴィ＝ストロースの

思想は構造主義といわれ、これは理性中心主義を批判し、人間の心のもっと深い層で生まれるも

のを取り出すという、ヨーロッパで発達したものです。知的なものと感覚的なものが結合した文化

形態、それが理想型だと主張していた彼は、音楽こそがそれであると。現にレヴィ＝ストロースは、

音楽をすごく愛した人でした。確かに音というものは言葉で表現しませんが、ほとんど数学とまがう

ような知的な構成をしている。 
 
つまり、知的なものと感覚的なものの結合体である音楽に私たちは感動するのです。それと同じも

のが神話にあると考えたんですね。神話は知的な構造体であり、同時にそこには感覚的なものが

ある。しかもそれは音楽以上に多様で、匂いとか触覚とか人間のかかわる感覚的なものが全部神

話の中に取り込まれていると。日本文化は、確かに核心部では合理的に作られていません。功利

主義(※06)でも、論理中心主義でもない。かといって神秘主義(※07)に流れているわけでもなく



……ある種の知的な秩序を保ち、しかもそこには感覚的なものが見事に注ぎ込まれていると彼は

考えたのです。 
 
また、日本の宗教がヨーロッパと違って自然感覚を中心に据えていることも、彼が日本を好きな理

由のひとつだったと思います。フランス人の多くは日本人女性が好きですが、レヴィ＝ストロース

はその点においては禁欲的で、日本に対する理解は非常に深く、しかも公平だったと思います

(笑)。 
 

伊藤 港さんは渡仏して二十五年、フランス人女性と結婚されてますよね。レヴィ＝ストロースの

日本に対する眼差しをどうお考えですか? 
 
港 私も、できるだけ公正に見たいんですけど(笑)。彼が初めてじやないですよね、日本文化に深

く惹かれたのは。百年以上前からあったことだと思います。古いヨーロッパ文化の教養を持った人

が日本に来てまず驚くのは、地図上ではヨーロッパと反対側にあるにもかかわらず、文化は相似

形をなしていること。それは綿密に計算された「コード」(記号)だと彼らは言いますが、日本文化に

触れると、すべてがコード化されているということに驚かされると。ヨーロッパ人が日本にそこまで

深く入り込む理由は、十七～十八世紀のフランスやイギリスの文化に対する一種のノスタルジー

でしょうね。彼らは、もうそこには戻れないことはわかっているんですけど。 
 
伊藤 デフォルメした言い方ですけど、レヴィ＝ストロースは「宗教は自然を人間化すること、呪術

は人間を自然化することだ」と言っています。日本古来の自然信仰とか神道は、仏教が到来する

はるか以前からあるもので、一種の自然観をベースに広範囲に広がっている呪術的な文化です。 
 

中沢 おっしゃる通りで、日本の信仰は宗教ではない。「日本には宗教がないからこういうことにな

っているんだ!」ってよく言われますが、むしろ宗教を持たないから日本人には未来の可能性があ

るのだと思います。レヴィ＝ストロースの言う、「自然を人間化する」という不遜なことは考えないわ

けですから。 
 

伊藤 レヴィ＝ストロースは、言語の構造が自然から産まれた人間を文化を持った人間に変えて

いったとしたら、言語の構造概念を人類学の根幹に置いていいのではと考え、構造人類学を提唱

した。人間から自然へ、そしてもう一度自然から人間への道筋を検証するダイナミックなアプロー

チを行ったのは、彼くらいのような気がしています。 
 



 

 

本当の"自由"は、DNA に刻まれたモラルの上に成り立つ？  
 
中沢 動物は大変気ままに生きているように思われますけど、実は原理的に生きている。何千万

年という長い進化過程の中で、他の生物のことも考えながら自分の行動様式を調節してきました。

生物多様体っていう言い方をしますけど、多様な生物の中には倫理性が存在しているのです。そ

れはどこにセットされてるのかというと、DNA。これは神様の作ったものの中でも最高傑作に近

い。 
 

これだけ多様な生物がいると、ある種族だけが大繁殖すると必ず滅びます。今の地球上の生物を

見ると、人間以外は大繁殖していない。というのは本来、脳の活動は DNA によって規制されるの

ですが、人間の場合は特殊な脳が発達してしまい、頭の中で考え出されることを DNA が決めてい

ない。つまり、"自由"なんです。自由領域が僕らの心の中に開いている。じゃあ、自由とモラルをど

う折り合いをつけていくのか。それが、人間の文化にとって大きな課題。そのモラルを、レヴィ＝ス

トロースは構造という言い方をしたんですね。で、このモラルがどこから発生してるのかは非常に

不思議です。 
 

近代、モラルが破壊したのは人間が自由を主張したからなのでしょう。それにはいろんな理由があ

るけれど、僕はマルクスが言ってる「自由な人間を労働者にする。すると産業が発達し、利潤が発



生する。そのために近代社会は自由という単語を発生させた」というのが最も正しいと思う。ここで

いう自由は、本物の自由ではないと確信しています。人間の本当の自由はそれを超えたところに

あって、たぶん動物たちの DNA にセットされている倫理性と結合できるもの。私たちは、本当の自

由とはなんなのかをみんなにわかる形で説明できるようにならなければいけないと思っています。 
 

港 ここでいう動物は、僕らもアメーバも当然植物もすべて含んでいます。自由ということを考えた

時、最近は「由」のほうが重要なのではと思う。「由」という漢字は植物の変容を表していて、内側

のものが自然と外側に流れ出すことを意味しています。それが「由」という漢字の起源。まあイメー

ジですけどね。でも、そのイメージするということこそが、我々のこれからの倫理観を変えていくの

ではないでしょうか。 
 

伊藤 レヴィ＝ストロースは植物のメタファをたくさん使っていましたけど、三色スミレの成分を抽

出して結晶化させて薬を作り出すというような人間の営みに、人が持っている技術の本質を見て

いたと思います。 
 

自然の叡智というのはたぶん、そうやって自然を損なうことなく抽出された結晶のように人の体に

染み渡り、何かを治癒し、見えないビジョンを体感させるということなのではないでしょうか。また、

いつでも戻れる原点があり、そこから新しいツールを見つけて何かを作り出す、という道筋を示す

言葉でもあります。 
 

自然と文化が組み合わさって出来上がった人間という織物を、ほどいたり、また新たに織ったりで

きるような、そういう往還の道筋が今の時代こそ必要とされていると思います。今回は、中沢さんと

港さんに来ていただいて、その糸口を少しは提示できたのではないでしょうか。 
 

オープニングシンポジウム第一部・第二部 『エココロ』11月号より転載 



 

 
 



 

 

05 クロード・レヴィ＝ストロース 
偉大な思想家として世界中で親しまれているレヴィ＝ストロースだが、フランスでは数十年前、彼

が学者になったことは「アカデミーの破壊だ」と言われるほどの衝撃だった。たとえば、コレージュ・

ド・フランスというフランスにおける最高の知性の場で講座を担当していた彼は、講義中、性にまつ

わる過激な発言も多かったという。そのスリリングさが、彼の学問の醍醐味だとも言われていた。

鼎談の中では、「今、レヴィ=ストロースの危険なところを受け継いでいる人は少ない。僕なんかは、

結構継いでいるほう(笑)」という中沢さんの発言に、「はい。ばっちりだと思います(笑)」と港さん。 
 

06 功利主義 
善悪の基準は、より多くの人がより多くの快楽とより少ない苦痛を得ることにあるとする、「最大多

数の最大幸福」を基本原理とした思想。 
 

07 神秘主義 
人智の及ばない事物(神秘)が存在するという考え方。 


